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Abstract

Thepurposeofthepresentstudyistoanalyzethecharacteristicsofthelivingroomspacethatprovides

comfortable environmentfortheinfantsandfamilymembersfromtheaspectofsound.Thisstudyfocusesmainlyon

theevaluationofthesoundcharacteristicsofthelivingspacethatsupportandmaintainthedevelopmentofverbal

communicationabilitythatcanbecultivatedsignificantlybytheinteractionbetweentheinfantsandtheparents.

Inthisyear,wedirectedourattentiontotheinfantcrylngandstudytherelationshipbetweenthelivlngSPaCeandthe

soundcharacteristics･Weinvestigatedtheactualconditionsofthesoundpressurelevel(dB)andsoundpitch(Hz)

inherenttotheinfantcrylng.Atotalof28pairsofinfantsandmothersorfathers,twomonthstooneyearandll

monthsinage,partlCIPatedinthemeasurement.Werecordedtheinfantcrylngatthesiteonemeterapartfromthe

infant'smouthinananechoicroom.Themeasurementdatawereanalyzedandfourpatternsofsoundcharacteristics

weredetected.TheinfantcrylngCharacterizedbythehigh-frequencycomponentandthelargevolumewasrecognized

asacrylngindicatinglnCreaSedemergencyandappearedtohaveconsiderableeffectsonthesurroundings.Inthis

experiment,wetakeanapproachtorelatetheparent'Spatternofhearingoftheinfantcrylngwiththesound

environmentinsideoftheroom.

TheresultsofthisstudycontributetotheprocessofremodelingofthelivingSpace,andtosuggestfわrtherecent

childcarerelatedproblemsincludingofchildabuse.
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1. 本研究の目的

本研究は､乳幼児や家族が快適に過ごせる居室空

間特性を音響の視点から解析することを目的とし､

特に､乳幼児の音声行動が発揮され養育者(親)との

コミュニケーションが確立できる快適居室空間､ま

た乳幼児の泣き声や叫び声がより反響することなく､

養育者のストレスが低減されるような音響特性の居

室空間を開発することを目的としている｡

2.研究の背景

我々が実際の泣き声を聞くとき､例えば狭い空間

で間近に強い調子の泣き声を聞く場合やよく響く室

内で何人かの乳児が一斉に泣いたりする場合に比べ､

一定の距離をおいて聞いた場合や屋外で聞いた場合

では､泣き声に心を動かされる程度は異なってくる｡

泣きが持つ ｢音量｣や ｢声の高さ｣は聴取者にスト

レスを与える大きな要素であり､とりわけ音量はそ

の聴覚的印象を大きく変動させるものと考えられる｡

現在､増加をたどる乳幼児の虐待など養育上の問題に

は､この泣き声がその発端になることもある｡

これまで新生児や乳児の泣きは医学分野で多く研

究されてきた｡これは泣き音声の音響分析から児の

病態を探索するためで､特に健常乳児と障害児の泣

きには検出可能な差があることから､ダウン症の診

断や乳児突然死症候群のスクリーニングに活用され

ている｡一方最近では､泣きの原因を推定できれば

育児に有用と考えられ､泣き音声の翻訳ソフトが開

発されている｡しかし､泣き声が有するリズムパタ

ンやピッチパタンは､乳児間 ･月齢間の差異が大き

く､例えば一人の乳児を養育する親にとって､他児

の泣き声から自ら乳児の原因を正確に類推すること

はなかなか難しかった｡また､こうしたシステムの

複雑な音響特性処理の枠組みが十分あきらかでない

こともあわせ､実際の育児や保育の現場で活用され

てこなかった現状がある｡

さて､ー泣き声をどのように捉えるかについての心

理学的分野での先行研究では､泣き声が持つ抑揚と

リズムパタンの変化といった音声特徴が主な聴取対

象とされてきた｡つまり､聴取者の主観的な意味性

や泣きの理由を聴取対象としている｡例えば､母親

や看護士など乳児にかかわる経験を持つ場合では､

｢痛み｣の泣きについては50-80%の正解率である

ものの､空腹などでは低くなるという結果もある[1]｡

また､最近では乳児の泣き声について父親の聴取特

性を検討し､父親群に比べ学生群は泣き声をよりネ

ガティブなものと認知する傾向を明らかにし､親発

達の指標になることを報告している[2]｡

こうした研究においては､泣き声そのもの ｢声の

高さ｣の基準(Hz)と ｢音量｣の基準(dB)を定量的に

設定して実験することは困難であったため､これま

での聴取実験では十分に検討されてこなかった｡こ

れは､泣き声がどのような室内の音響環境で録音さ

れたか､さらには聴取する際の室内空間がどのよう

な音響環境に設定されたか､などを明確にすること

が難しいことによる｡しかし､泣き声の音量や高さ

によっては聴取者にストレスをもたらす大きな要因

であることが養育者からだけでなく､保育現場から

も指摘されてきた｡

そこで本年度は音源の正確な物理量を計測 ･解析

することを目的とし､無響室を使用することで､乳

児の泣き声そのものが有する音量と音高の実態につ

いて調査を行ったので報告する｡

3.本年度の研究

3-1 日的

乳児の泣き声の正確な物理量を計測 ･解析するこ

とを目的とし､乳児の泣き声が有する音量と音高の

実態について明らかにする｡

3-2 測定協力児

生後2カ月齢から1歳11カ月齢までの乳幼児とそ

の保護者28組が測定に参加した｡

3-3 測定の方法

積水化学工業㈱の無響室内及び埼玉県環境科学国

際センター無響室内において測定が行なわれた｡乳

幼児とその保護者に一組ずつ入室してもらい､ ｢ス

トレンジシチュエーション｣により ｢他者に抱かれ

た際｣の1分間の泣き声を録音した｡

Fig.1に無響室内でのマイクロフォンの設定状況

を示す｡録音はマイクロフォンを児の口元から1m

の距離を保つため､正面方向､90度方向､180度方

向､270度方向､および上方向の位置に計 5本設置

して行なった｡これは､児が泣く際に顔や体を動か

すことが予想され､一定距離で音声を採録するため

である｡各々のマイクロフォンで収録した音声は､

データレコーダ (8ch)で同時録音し､4chシグナル
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アナライザーの1/3オクターブ分析機能及びサウン

ドスペクトログラムを用いて解析した｡

270◆ ｣ --7 --

- 日･マイクロ77rン 半荘 h

Fig.1 無響室内でのマイクロフォン設定状況

3-4 結果 ･考察

28名の乳児の同じ状況におかれた際の泣き声で

はあるものの､1分間の開始から実験終了時点まで

の一人の乳児の泣き声には､しゃくりあげるような

泣き声や叫ぶような声､語音様音声や吐息のような

声など多様な音声が観測された｡ここでは泣き声の

リズムパタンやピッチパタンの分類が目的ではない

ため､それらの音声についての基礎的な分析結果を

中心に結果を示す｡

Fig,2に1名の9カ月齢児の13S∝から37secまで

の24秒間のサウンドスペクトル､またFig.3に1名

の 15カ月齢児の泣き声の3S∝から23S∝ までの20

秒間のサウンドスペクトルを示す｡縦軸に示した周

波数 (Hz)をみると､口で示した10KHzまでの周

波数が観測される音声パタンと､■で示した 7-8

KHzが上限の音声パタンとに大きく分類できた｡さ

らにその音声には､☆に見られる波調構造が明確な

スペクトルと､★で示したような波調構造が不明瞭

な音声が観測された｡特に､Fig.2に楕円で囲んだ★

口の特徴をもつ泣き声は､Fig.4-1に示した1/3オク

ターブ分析の結果､2KHzは90dBで非常に強い調

子であることが分かった｡一方､Fig.2中の楕円で囲

んだ☆■の特徴を持つ泣き声は､Fig.4-2に示したよ

うに4KHzが前者に比べ10dB減少する結果であった｡

これらの聴覚印象は､前者は緊急性が高く拒否性

が明確であるものの､後者は母音性の音声特徴が強

く感じられるものであった｡なお､この音声パタンの

傾向は対象児にほぼ同様に出現し､年齢の差異はみ

られなかったものの､音圧レベルに児の体重による

差異がやや見られた｡

4. まとめ

無響室を使用し､児の口元から1m という正確な

距離で採録したデータから4パタンの音声特徴が見

出された｡母音性の音声特徴が明瞭な音声に比べ､

★口で示した特徴の泣き声は高周波成分を有しその

音量が90dBと大きく､とりわけ緊急性が高く感じら

れる泣きで､周囲への影響も大きいこと､また聴取

するものにストレスをもたらす泣き声と予想されたO

こうした結果を受け､今後は音響特性が異なる保

育室内で泣きがどのように聴取されるかについての

聴取実験を行い､室内の音響特性が養育者などの聴

取傾向にどのように関連するかを探る予定である｡

これは育児上のストレスとして ｢子どもがよく泣

く｣ことや ｢泣いている理由が分からない｣ことが

あげられ､また､その対処方略として ｢その場から

離れ別室で気持ちを整える｣という行動がとられる

こと[3]などが明らかになってきたことによる｡別室

で気持ちを切り替えて再度育児行動に戻る親の姿は､

本結果が示した泣き声の音響特性を考慮した吸音性

の高い居室への改変が､ストレスの緩和に応用でき

る可能性を示している｡

本研究が現代の親の育児方法やストレスへの改善

に応用されること､また現在増加をたどっている乳

幼児虐待などの養育上の問題について､家庭内の音

環境がその緩和や防止に役立つよう､さらに検討を

重jaたい｡
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Fig.2 9カ月齢児の泣き声のサウンドスペクトル
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Fig.3 15カ月齢児の泣き声のサウンドスペクトル

Fig.411 ★口の特徴の1/3オクターブ分析

謝辞

実験にあたり､泣き声を提供してくださった赤ちゃんとご家族､

行田市 ｢子育てネットワーク｣島田ユミ子先生に感謝します｡

- 30-

2004658_see

Fig.4-2 ☆tの特徴の1/3オクターブ分析




